（様式４）

広島市似島歓迎交流センターの管理運営に関する事業計画書
申請団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※行数が不足する場合は、貴団体で行数等を増やしても差し支えありません。
	１　市民の平等利用を確保することができること。

	⑴　市民の平等・公平利用を確保するための明確な考え方を示した上で受付方法や利用について平等な取扱いをするための具体的方策等について記入してください。

　　ア　考え方

　

　　イ　具体的方策

　

　　

⑵　条例で掲げている使用の制限、入場の制限及び行為の制限に該当する要件及び要件に当たる場合の対応方法を具体的に記入してください。

　　ア　使用の制限、入場の制限及び行為の制限に該当する具体的要件

　

　　イ　具体的な対応方法

　

⑶　障害者や高齢者などの施設利用に当たっての合理的配慮について明確な考え方を示した上で、受付方法や利用についての具体的方策等について記入してください。
　ア　考え方

　イ　具体的方策



　
	２　施設効用が最大限に発揮されること。

	　⑴　広島市が定める基準値の達成に資する具体的な事業内容及び利用促進策を記入してください。
※　自主事業を含みます。また、自主事業との連携による集客増など、指定管理業務と自主事業を一体として実施する観点も含みます。なお、記入に当たっては、項目ごとに（指）、（自）とするなど必ず指定管理業務と自主事業の区別が分かるように記入してください。
　　ア　交流体験等活動の拠点としての事業
　　　（ア）事業実施に向けた考え方
　　　（イ）具体的な事業の内容
　　イ　地域の活性化及び観光の振興に関する事業
　　　（ア）事業実施に向けた考え方
　　　（イ）具体的な事業の内容
　　　（施設が立地する地域の特性や特徴をいかした効果的な方法を広報媒体別に具体的に記入してください。なお、リニューアルオープン前のＰＲ（イベント、ホームページ作成）の観点も含みます。）
　　　※　似島の住民との関係づくりや、似島の住民の活動に対する支援・協力に関する具体的な事業の内容については、(2)に記入してください。

　　ウ　施設の利用促進を図るために有効な利用促進策
　　　（①小中学生以外の利用者の開拓、②閑散期（11月～4月）の利用促進、③リピーターを増やす方法、④利用者数を増やす方策などの視点から具体的な取組内容を記入してください。）
　　エ　その他本市に対して提案する事業
　　　（ア）提案額の範囲内で実現可能な事業
　　　（イ）提案額の範囲内には含まないものの、地域に貢献するものとして実施することを申し出る用意がある事業（現時点で特に用意が無い場合は「なし」と記入してください。なお、今後指定期間中に新たに提案することも可能です。）
　⑵　似島の住民との関係づくりや、似島の住民の活動に対する支援・協力について記入してください。
※　これらを推し進める観点から、体育棟２階の研修室を似島の住民と指定管理者が連携し似島歓迎交流センターの事業の準備・実施等を行える専用スペースとして位置付ける予定です。このことを踏まえた上で記入してください。
　　ア　これまでの広島市似島臨海少年自然の家は、施設の特性から同施設を訪れる似島の住民は限られていましたが、似島の住民が訪れる施設とするためどのような工夫を講じますか。
　　イ　来訪者を歓迎する拠点とするには、似島の住民と連携した取組が必要不可欠です。似島の住民（地域団体を含む。）との協力関係をどのように築いていきますか。
　　ウ　似島の住民（地域団体を含む。）と連携した取組として具体的にどのようなことを考えていますか。似島の住民に期待することも含めて記入してください。



	２　施設効用が最大限に発揮されること。

	　⑶　利用者に対するサービス向上を図るための方策について記入してください。
　　ア　職員の接遇の向上を図るための方策
　　　（例：社内接遇研修、接遇マナー向上の標語の掲示など）
　　イ　ア以外に利用者に対するサービス向上を図るための方策
　　　（大浴場の利用可能日時の設定、開館時間の変更等）
　⑷　利用者が施設及び設備を良好かつ安全に利用するための維持管理や、厨房器具等の物品の管理に係る考え方や手法を具体的に記入してください。なお、維持管理等の内容により、関係法令等がある場合はこれを併せて記入してください。　　
　　ア　施設及び設備の維持管理（清掃、電気設備の保守点検等を含む。）に係る考え方・手法
　　イ　厨房器具等の物品の管理に係る考え方・手法
　　　
　⑸　当該施設は利用料金制を採用します。
　　ア　利用料金設定の基本的な考え方（それぞれの利用料金設定の妥当性について）
　　イ　具体的な利用料金の額を提案してください。

　　　　様式４－１「具体的な利用料金の額」により記入してください。
　　　※　提案額は条例及び規則に規定する各料金の範囲内としてください。
　　　※　カヌー以外の附属設備（貸出備品）については提案対象外です。（令和５年度に料金設定予定）
　　ウ　イ以外の利用者サービスを向上するための利用料金に係る提案があれば記入してください。
　　　
エ　利用料金の減免及び返還（宿泊施設のキャンセル料を含む。）に関する具体的な基準や方策を記入してください。



　

	３　事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力、人的能力を有していると認められること。

	⑴　施設の運営体制についての基本的な考え方を記入してください。

　
⑵　職員配置

　　ア　職員の配置、指揮命令系統が分かる組織図を作成してください。なお、協力団体がある場合、どのような業務で協力するのか分かるよう記入してください。
※「担当職名」（例：所長、主任など）が分かるように作成してください。
　
　　イ　組織図に記入している「担当職名」ごとの業務分担表を作成してください。

　
　　ウ　再委託を予定している業務について記入してください。

業務名

業務内容

再委託する理由

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

※　必要に応じ、行を追加してください。


　
	３　事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力、人的能力を有していると認められること。

	　　エ　職員の配置計画について記入してください。
　

　　　　　配置人員　　　　人　（防火管理者　　　　人）
担当

職名

氏　名

資格・実務経験年数

雇用形態

1週間の

勤務時間

職員の

居住地

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
12
　　　　※　記入された個人情報については、指定管理者の指定に関連した目的以外には使用しません。
（注）○職員１名ごとに記入

○「氏名」は、配置予定者を記入。配置予定者が未定の場合「氏名」は未定とし、その他の欄は配置計画を記入

○「資格」は、申請日現在で有している資格のうち、指定管理者業務に関連するものを記入

○「実務経験年数」は、実務に携わった施設名（公的施設、民間施設の別も記入）、業務内容等を記入

○「雇用形態」は、常勤、非常勤、その他具体的に雇用形態を記入




　
	３　事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力、人的能力を有していると認められること。

	⑶　勤務のローテーション
　　　（様式４－２「基本勤務ローテーション」により記入してください。）
⑷　職員に対する研修計画について具体的に記入してください。
⑸　既に作成済のマニュアル及び今後作成を予定しているマニュアルを具体的に記入してください。

※指定管理業務に関連するものを記入してください。

　　　※既に作成済のマニュアルがある場合は、その写しを提出してください（量が多い場合には別冊としてください。）。

　
　　ア　既に作成済のマニュアル

1

マニュアル名

主な内容

作成時期

頁数

2

3

4

5

　　イ　今後作成予定のマニュアル
1

マニュアル名

主な内容

作成時期

頁数

2

3

4

5

⑹　個人情報保護に関する対応についての考え方、具体的な取組み等（組織体制の整備、職員教育、電子データで取り扱う場合は電子媒体等の盗難防止策やクラウドサービスの利用状況、外部からの不正アクセス等の防止に関する情報セキュリティ対策等）について記入してください。

⑺　緊急時（夜間の急病人発生など）や災害時（火事、地震、台風など）の対応及び安全対策（防犯、防災、衛生対策など）についての考え方や具体的な対応等について記入してください。

⑻　利用者及び近隣住民等からの苦情を想定した上で、その具体的対策を記入してください。（飲酒のトラブル等）


　

